
開講時期 総時間数

選択 講義
前期

科目名 会計監査論　(Ａｕｄｉｔｉｎｇ）

学　年 専　攻 単　位　数 必修 / 選択 授業形態

90 時間
100分/週

担　当　教　員 【常勤】　田川　晋也

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

会計監査は、企業の資金調達と密接な関係がある。企業が公表している財務諸表が信頼できるもの
であれば、投資家をはじめとする利害関係者は、安心して投資意思決定ができるようになるからであ
る。本講義では、このような会計監査について、制度、手続き、基準について十分な知識の習得を目指
す。

第2学年 経営情報工学専攻 2単位

学習・教育目標 (Ｃ)① JABEE基準１（２） (d)-(f)

関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 財務会計論Ⅰ、財務会計論Ⅱ、会社法

教科書 「監査論入門」長吉眞一他著(中央経済社)

補助教材等 プリント(演習問題)

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 ― 80 20 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベ
ル】

◎ ◎

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○

汎用的技能
【論理的思考力】

○ ○

態度・志向性(人間力)
【　　】

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

学　習　上　の　留　意　点　お　よ　び　学　習　上　の　助　言

講義は、輪読、プレゼンテーション方式で実施する。発表する学生は、毎回、パワーポイントを作成すること。学生は、
毎回、授業に出席する際は、その回で学習する分野の事前学習をしておくこと。自分の発表担当以外の個所もしっか
りテキストを読み準備をしておくこと。



回

1

2
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15

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容

（予習・復習）

0　ガイダンス
１　監査の必要性
２　監査全体の流れ
３　監査基準

・シラバスから学習の意義、授業の進め方、評価
方法を理解できる。
・法定監査制度の説明ができる。
・監査業務の全体像を理解できる。
・監査の必要性を理解できる。
・財務諸表監査の機能と限界が理解できる。
・監査基準の内容を説明できる。

（予習）
どのような場面で適用で
きるかを理解すること
（復習）
課題や授業終了後の練
習問題にて理解するこ
と。

４　リスク・アプローチ監査
５　内部統制
６　監査計画

・リスク・アプローチの考え方を理解できる。
・監査リスクと監査上の重要性の関係について説
明できる。
・内部統制の構造について説明できる。
・監査計画について説明できる。

（予習）
どのような場面で適用で
きるかを理解すること
（復習）
課題や授業終了後の練
習問題にて理解するこ
と。

90 時間

７　監査の実施
８　監査結果の報告
９　監査の品質管理

・リスク対応手続きについて理解できる。
・
・監査調書について内容が理解できる。
・監査報告書の記載内容について理解できる。
・監査業務の質を合理的に確保するための取り組
みについて説明できる。

（予習）
どのような場面で適用で
きるかを理解すること
（復習）
課題や授業終了後の練
習問題にて理解するこ
と。

10　内部統制監査
11　公監査
12　監査の周辺業務

・内部統制監査の意義と目的を理解できる。
・四半期レビューと保証業務について理解できる。
・公的組織が受けている監査の概要を理解でき
る。

（予習）
どのような場面で適用で
きるかを理解すること
（復習）
課題や授業終了後の練
習問題にて理解するこ
と。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 25時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 65 時間

期　末　試　験

答案返却・解答解説
授業改善アンケートの実施

・試験問題の解説を通じて間違った箇所を理解で
きる。

総　学　習　時　間　数


